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3月 14日に 63名の卒業生が巣立ちました。町長松田清隆様をはじめとし、多数のご来賓のみ

なさまからご臨席を賜り無事に卒業証書授与式を挙行できましたこと本当にうれしく思います。 

『この３年間、苦楽を共にした仲間たちとの絆を、これからも大切にしてください。大江町で生ま

れ育ち、共に学び、笑い、時には涙を流したかけがえのない仲間たちとの出会いは、皆さんにとって

一生の宝物です。これから始まるそれぞれの道で、互いを励まし、支え合いながら、かけがえのない

時間を紡いでほしい。生徒会スローガン『輪』は、これからも皆さんの心の中で繋がり続けます。 

そして、みなさんはこれからの社会を担う希望の光です。困難な壁にぶつかることもあるでしょ

う。しかし、大江中学校で培った学びと友情を胸に、自信という名の翼を広げ、未来という名の空

へ羽ばたいてください。大江中学校の学校訓『友愛・錬磨・探求』を心の羅針盤として、それぞれ

の夢に向かって力強く進んでいってください。             （校長式辞より抜粋） 

保護者のみなさま、地域のみなさま。これまでのご支援と本校教育活動に対してご理解とご協

力をいただき誠にありがとうございました。これからも卒業生・在校生共に地域の一員として見

守りいただきますようお願い申し上げます。 

巣立ちの言葉 
卒業生代表 伊藤 駿 

 例年になく厳しい冬を乗り越え、春の足音が聞こえる今日この頃。 

暖かな日差しに背中を押され、僕たち３年生６３名は、この良き日 

に、大江中学校を卒業します。今年度の生徒会スローガン「輪～全 

校生で創るチーム大江～」誰かとつながり、一つの目標に向かって 

一緒に進んでいくことを目指して取り組んできました。 

晴天の中で開かれた躍動祭。そこに至るまで、僕たちは多くの壁 

を乗り越えてきました。互いに声を掛け合い、自ら行動することで、 

軍の結束は深まり、「輪」となることができました。そして各クラスが最高の合唱を体育館に響か

せた飛翔祭。仲間との気持ちのずれに悩み、自分の言葉で伝えようとして涙する人もいました。そ

んな葛藤を経て、不安や焦りは、「自分だけじゃない」という安心感に変わり、クラスが一つにな

ったと感じました。この二大行事を通して、僕たちは困難を乗り越え、仲間との絆を深め、「輪」

の大切さを学びました。 

ですが、やはり大切なのは日常生活。ハイタッチあいさつ運動への積極的な参加や、廊下ですれ

違ったときの、学年の壁を越えた明るいあいさつは、大江中の自慢です。そこから、安心安全な雰

囲気が創り出され、「チーム大江」としてさまざまなことに挑戦できたのだと思います。 

１、２年生のみなさん。今年度、僕たちと一緒に、生徒会活動に取り組んできてくれて、ありが

とうございました。１年生は、明るく前向きに取り組んでくれたので、これからもその姿を大切に

してください。２年生は、僕たちをあらゆる面で支えてくれて、とても心強く感じました。１、２

年生のみなさん、来年度の大江中学校の活躍を楽しみにしています。 

お世話になった先生方。先生方のおかげで、人として成長することができたと思っています。い

つも楽しい授業をしてくださり、勉強面で力をつけていただきました。また時には喝を入れてく

ださり、人としてのあるべき姿を教えていただきました。先生方からの教えを忘れずに、これから

の人生を歩んでいきます。 

お父さん、お母さん、家族のみなさん。いつも温かく見守ってくれて、ありがとうございまし

た。今まで素直になれず、「ありがとう」の一言も言えずに、ごめんなさい。それでも、いつもか

けてくれた温かい言葉に助けられて、今日僕たちは卒業することができます。これからも、さまざ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

地域のみなさまにはいつも本校にアルミ缶を届けてくださりありがとうござ

います。今年度のアルミ缶回収量は、「８７４ｋｇ」で、収益金は「102,081円」

となりました。生徒会役員で話し合い、グループホームあじさいさんへ「ホット

プレート（2台）：41600円」と、日本赤十字社に「6万円」を義援金として

送金させていただきました。これからも収益金は有意義に使わせていただきま

すのでよろしくお願い申し上げます。 
 
◎令和６年度大江町教育委員会表彰        （敬称略） 
＜個人の部＞ 
〇山形県子ども絵画展覧会 奨励賞 堀 日向②、新宮 枢② 
〇全国教育美術展 特選  鈴木花步② 
〇山形県少年少女俳句大会 尾花沢商工会長賞 鈴木桜音③ 
〇全日本中学生高校生管打楽器ソロコンテスト南東北大会 中学生部門 銀賞 小林源士① 
〇丸山薫少年少女文学賞「青い黒板賞」 優秀賞 伊藤夏希② 
〇山形県中学校体育大会 水泳競技 第１位 200m背泳ぎ、第２位 100m背泳ぎ 
東北中学校体育大会  水泳競技 第６位 100m背泳ぎ、第８位 200m背泳ぎ 菊地凜来② 

〇山形県中学校体育大会 水泳競技 第２位 200m自由形、第２位 100mバタフライ 
東北中学校体育大会  水泳競技 第４位 100mバタフライ 松田陽向③ 

〇山形県中学校新人体育大会南ブロック大会 柔道競技 第２位 55kg以下級  
山形県中学校新人体育大会決勝大会 柔道競技 第２位 55kg以下級 石川真優② 

〇山形県中学校新人体育大会南ブロック大会 柔道競技 第２位 81kg以下級  
山形県中学校新人体育大会決勝大会 柔道競技 第３位 81kg以下級 清野羽玖② 

  〇東北極真カップ空手道選手権大会 中学２・３年生の部 第 1位 設楽昂輝② 
  〇全日本ジュニアクラシック音楽コンクール ピアノ部門中学 3年生の部 庄田伊織③ 
  〇山形県探究型学習課題研究発表会 一般の部 優秀賞 鈴木嶺桜② 

まな迷惑をかけると思いますが、よろしくお願いします。 

３年生のみんな。みんなと過ごした３年間は、かけがえのない宝物です。力を合わせて大江中

学校をひっぱってきたことや、笑い合った、何気ない日常の瞬間が、別れの今、とても名残惜し

く感じます。これから、自分の選んだ道を信じて、堂々と生きていきましょう。 

僕たちに安心と自信をもたらしてくれた、数々の「輪」に別れを告げ、新たな人生に一歩足を踏

み入れようとしています。だけど、人生は決して甘くない。うまくいかない日、夢をあきらめる

日、さまざまな困難が待ち受けているかもしれません。そんな日々を、人生の一部としてかみし

めるために、この言葉を声に出します。 

「ああ、なんて素敵な日だ。」と 


